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●　
12
月
定
例
会　
●

宇
陀
市
の
こ
ん
な
こ
と
が

決
ま
り
ま
し
た

12
月
定
例
会　

12
月
３
日
～
12
月
23
日

今
回
の
議
案
は

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
宇
陀

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
議
会
事
務
局
へ
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。

今号ではこの中から５つを
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1
市
民
生
活
に
直
結
す
る

補
正
予
算
を
可
決
し
ま
し
た

2
市
役
所
道
向
か
い
に
あ
る

市
営
駐
車
場
を
廃
止
し
ま
す

〈
議
案
第
62
号
〉令
和
７
年
度
宇
陀
市
一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号
に
つ
い
て

〈
議
案
第
51
号
〉通
勤
等
対
策
駐
車
場
条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

今
回
の
補
正
予
算
で
は
、物
価
高
騰
へ
の
対
応
、福
祉
・
介
護
・

子
育
て
支
援
、
公
共
施
設
の
安
全
対
策
な
ど
、
市
民
生
活
に
直

結
す
る
施
策
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
内
容

•
�

学
校
給
食
費
の
物
価
高
騰
対
策	

約
３
６
０
万
円

　

�

米
や
牛
乳
を
は
じ
め
と
す
る
食
材
価
格
の
上
昇
に
対
応
し
、

給
食
の
質
を
落
と
さ
ず
提
供
を
続
け
る
た
め
の
予
算
を
計

上
。給
食
費
無
償
化
が
全
国
的
に
始
ま
っ
た
後
も
、
保
護
者

負
担
を
増
や
さ
な
い
対
応
を
求
め
ま
し
た
。

•
�

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実	

約
３
５
０
０
万
円

　

�

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
増

に
対
応
し
、
障
害
の
あ
る
方
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

体
制
を
確
保
し
ま
す
。

　•
�

介
護
保
険
財
政
の
安
定
化	

約
５
８
０
０
万
円

　

�

基
金
を
積
み
立
て
、
将
来
の
保
険
料
負
担
を
見
据
え
た
安
定

的
な
介
護
保
険
運
営
を
行
い
ま
す
。

　•
�

老
朽
化
施
設
へ
の
安
全
対
策	
約
２
２
０
０
万
円

　

�

雨
漏
り
等
が
発
生
し
て
い
る
指
定
管
理
施
設
（
美
榛
苑
）に

つ
い
て
、
利
用
者
の
安
全
確
保
を
最
優
先
に
必
要
な
修
繕
を

実
施
し
ま
す
。

市
営
駐
車
場
を
廃
止
し
て
、
公
用
車
専
用
の
駐
車
場
と
し
て

運
営
し
ま
す
。今
ま
で
市
役
所
の
駐
車
場
に
停
め
て
い
た
公

用
車
が
無
く
な
る
こ
と
で
、
市
役
所
来
庁
者
の
利
用
を
優
先

し
た
駐
車
場
運
用
に
改
め
ら
れ
ま
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

 �

市
営
駐
車
場
を
廃
止
し
た
後
、
公
用
車
は
ど
の
場
所
に
駐

車
し
ま
す
か
。

 �

庁
舎
前
の
駐
車
場
は
来
庁
者
利
用
を
優
先
し
、
公
用
車
は

可
能
な
限
り
別
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
へ
移
動
さ
せ
ま
す
。

 �

来
庁
者
用
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
十
分
確
保
さ
れ
ま
す
か
。

 �

確
定
申
告
や
会
議
な
ど
来
庁
者
が
集
中
す
る
場
合
で
も
対

応
で
き
る
よ
う
、
公
用
車
の
配
置
を
見
直
し
、
柔
軟
に
運

用
し
ま
す
。

 �

駐
車
場
収
入
が
な
く
な
る
こ
と
に
よ
る
市
の
財
政
へ
の
影

響
は
あ
り
ま
す
か
。

 �

年
間
約
３
５
０
万
円
の
収
入
は
な
く
な
り
ま
す
が
、
駅
周

辺
に
は
民
間
駐
車
場
が
あ
り
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
優

先
し
た
判
断
で
す
。
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3
５
つ
の
施
設
の
指
定
管
理
者
が

決
ま
り
ま
し
た

〈
議
案
第
66
～
70
号
〉宇
陀
市
の
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

■
宇
陀
市
農
産
物
直
売
所「
榛
原
に
ぎ
わ
い
市
場
」

　

指
定
管
理
者　

有
限
会
社
ヤ
マ
タ
水
産

　

指
定
期
間　

令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和
11
年
３
月
31
日

　

市
へ
の
定
額
納
付
金	

年
額
35
万
円

■
宇
陀
市
菖
蒲
谷
墓
地

　

指
定
管
理
者　

菖
蒲
谷
墓
地
管
理
組
合

　

指
定
期
間　

令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和
13
年
３
月
31
日

　

市
か
ら
の
指
定
管
理
料	

年
額
20
万
円

■
宇
陀
市
文
化
芸
術
活
動
体
験
交
流
施
設「
元
気
村
」

　

指
定
管
理
者　

田
口
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

指
定
期
間　

令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和
11
年
３
月
31
日

　

市
か
ら
の
指
定
管
理
料	

年
額
３
６
８
万
７
千
円

■
宇
陀
市
室
生
高
齢
者
等
ふ
れ
あ
い
館「
音
楽
の
森
」

　

指
定
管
理
者　

笠
間
地
区
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

　

指
定
期
間　

令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和
13
年
３
月
31
日

　

市
か
ら
の
指
定
管
理
料	

年
額
３
７
３
万
３
千
円

■
宇
陀
市
毛
皮
革
屑
処
理
施
設

　

指
定
管
理
者　

毛
屑
・
ニ
ベ
処
理
組
合

　

指
定
期
間　

令
和
８
年
４
月
１
日
～
令
和
13
年
３
月
31
日

　

市
へ
の
定
額
納
付
金	

年
額
９
０
０
万
円

4
榛
原
こ
ど
も
園
の
開
園
に
際
し

条
例
を
整
理
し
ま
し
た

5
こ
ど
も
の
意
見
表
明
権
保
障
を

求
め
る
請
願
を
採
択

〈
議
案
第
56
号
〉宇
陀
市
こ
ど
も
園
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

〈
請
願
第
５
号
〉こ
ど
も
の
施
策
に
関
し
て
、対
象
と
な
る
こ
ど
も
の

　
　
　
　
　
　

意
見
表
明
権
の
保
障
を
求
め
る
請
願
書

幼
稚
園
、
保
育
所
の
廃
園
と
、
榛
原
こ
ど
も
園
の
開
園
に
あ

た
り
、関
係
条
例
を
整
理
し
ま
し
た
。

こ
ど
も
基
本
法
に
基
づ
き
、
条
例
を
含
め
た
制
度
整
備
を
求

め
る
請
願
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

請
願
の
内
容

市
は
こ
ど
も
施
策
の
策
定
時
、
対
象
の
こ
ど
も

等
の
意
見
反
映
の
た
め
必
要
な
措
置
を
講
ず

る
と
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
こ
ど
も
家
庭

庁
）。次
の
２
点
を
請
願
し
ま
す
。

①�

こ
ど
も
に
関
わ
る
施
策
決
定
の
際
に
、
こ
ど
も
の
意
見
を
聴

き
、
こ
ど
も
が
意
見
を
自
由
に
表
明
で
き
る
よ
う
、
条
例
を

含
め
た
制
度
等
を
整
備
す
る
。

②�

こ
ど
も
に
重
大
な
影
響
を
与
え
る
政
策
に
つ
い
て
、
こ
ど
も

が
意
見
を
表
明
す
る
機
会
を
必
ず
設
け
る
。

反
対
の
意
見

•
�

榛
原
東
小
学
校
の
統
廃
合
に
触
れ
て
お
り
、
統
廃
合
問
題
と

請
願
提
出
と
は
違
う
と
考
え
ま
す
。検
討
委
員
会
前
に
戻
る

懸
念
を
感
じ
ま
す
。

•
�

こ
ど
も
の
意
見
の
吸
い
上
げ
は
努
力
義
務
で
す
。請
願
採
択

は
、時
期
的
に
早
い
と
感
じ
ま
す
。

賛
成
の
意
見

•
�

直
ち
に
条
例
を
制
定
し
な
さ
い
と
い
う
請
願
で
は
な
い
で

す
。議
論
を
重
ね
、条
例
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

•
�

宇
陀
市
の
第
３
期
こ
ど
も
子
育
て
支
援
事
業
計
画
に
も
合

致
し
ま
す
。こ
ど
も
の
意
見
の
集
約
の
機
会
は
当
然
で
す
。

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

 �

工
事
の
進
捗
状
況
と
こ
れ
ま
で
の
対
応
に
つ
い
て

 �

現
在
は
、
足
場
の
解
体
が
終
了
し
、
内
装
工
事
中
で
あ
り

工
期
ま
で
に
終
了
す
る
予
定
で
す
。請
願
者
と
の
協
議
と
、

自
治
会
へ
の
説
明
会
を
行
い
ま
し
た
。

 �
現
在
の
応
募
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

 �

１
１
３
名
の
申
し
込
み
が
あ
り
ま
す
。内
訳
は
、
０
歳
児

５
名
、
１
歳
児
11
名
、
２
歳
児
17
名
、
３
歳
児
21
名
、
４
歳

児
29
名
、５
歳
児
30
名
で
す
。

 �

統
合
委
員
会
で
は
ど
の
よ
う
な
意
見
が
出
ま
し
た
か
。

 �

通
園
意
向
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
、
園
章
や
制
服
に
つ
い

て
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
護
者
会
費
に
つ
い
て
、
避
難
確
保
計
画

（
避
難
場
所
、
移
動
手
段
、
開
始
時
期
等
）に
つ
い
て
意
見

が
出
ま
し
た
。

 �

在
園
児
の
説
明
会
は
実
施
し
ま
す
か
。

 �

不
安
い
っ
ぱ
い
の
中
で
新
し
い
施
設
に
移
る
と
思
う
の

で
、各
園
と
相
談
し
、日
程
を
決
め
説
明
し
て
参
り
ま
す
。
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本
会
議
に
続
き
、
委
員
会
も
ネ
ッ
ト
配
信
さ

れ
ま
す
。議
会
終
了
後
の
翌
月
上
旬
に
は
ア
ッ

プ
さ
れ
ま
す
。「
宇
陀
市
議
会　

定
例
会
」
と

検
索
し
、再
生
リ
ス
ト
よ
り
ご
覧
下
さ
い
。

委
員
会
ネ
ッ
ト
配
信
開
始

Topics

令
和
７
年
４
月
15
日
を
第
１
回
と
し
て
、
計
８
回
の
委
員
会
及

び
１
回
の
協
議
会
を
開
催
し
、
前
議
員
の
山
本
政
策
監
（
以
後

当
該
者
）採
用
に
関
す
る
一
連
の
事
実
関
係
に
つ
い
て
、
証
拠

資
料
の
精
査
及
び
関
係
者
か
ら
の
聴
取
を
踏
ま
え
、
慎
重
か
つ

詳
細
な
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

調
査
結
果

本
件
採
用
は
、
適
法
性
・
公
平
性
・
透
明
性
の
い
ず
れ
の
観
点

か
ら
見
て
も
、
看
過
で
き
な
い
重
大
な
問
題
を
有
し
て
い
る
と

判
断
し
ま
し
た
。

当
該
者
は
当
初
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
申
請
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
後
わ
ず
か
９
日
と
い
う
極
め
て
短
期
間
で
、
部

長
級
で
あ
る
政
策
監
と
し
て
の
採
用
試
験
へ
変
更
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
よ
う
な
採
用
形
態
の
変
更
は
本
市
に
前
例
が
な
く
、

十
分
な
検
討
や
庁
内
で
の
合
意
形
成
を
欠
い
た
ま
ま
拙
速
に

進
め
ら
れ
、
行
政
人
事
と
し
て
著
し
く
妥
当
性
を
欠
い
て
い
ま

す
。ま
た
、
政
策
監
設
置
に
関
す
る
規
則
に
つ
い
て
も
、
そ
の

制
定
目
的
や
必
要
性
が
明
確
に
説
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
該
者

の
採
用
を
前
提
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。実
際
に
は
、
規

則
制
定
前
に
採
用
の
決
裁
や
採
用
試
験
が
先
行
し
、
意
思
決
定

の
時
系
列
が
逆
転
す
る
と
い
う
、
行
政
手
続
き
で
は
考
え
難
い

状
況
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
採
用
試
験
は
約
25
分
間
の
簡
易
な
面
接
の
み
で
実
施

さ
れ
、
一
般
職
の
任
期
付
職
員
に
求
め
ら
れ
る
専
門
性
を
客
観

的
に
確
認
す
る
評
価
手
法
は
用
い
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。試
験
官

も
、
採
用
形
態
等
の
変
更
を
主
導
し
た
同
一
メ
ン
バ
ー
で
構
成

さ
れ
、
第
三
者
的
視
点
が
欠
如
、
選
考
の
公
平
性
及
び
中
立
性

本
委
員
会
は
、
令
和
７
年
４
月
15
日
を
第
１
回
と
し
て
、
計
１

回
の
委
員
会
及
び
１
回
の
協
議
会
を
開
催
し
、
前
議
員
の
山
本

政
策
監
（
以
後
当
該
者
）採
用
に
関
す
る
一
連
の
事
実
関
係
に

つ
い
て
、
証
拠
資
料
の
精
査
及
び
関
係
者
か
ら
の
聴
取
を
踏
ま

え
、
慎
重
か
つ
詳
細
な
調
査
を
行
い
ま
し
た
。そ
の
結
果
、
本

件
採
用
は
、
適
法
性
・
公
平
性
・
透
明
性
の
い
ず
れ
の
観
点
か

ら
見
て
も
、
看
過
で
き
な
い
重
大
な
問
題
を
有
し
て
い
る
と
判

断
し
ま
し
た
。

当
該
者
は
当
初
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
申
請
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
そ
の
後
わ
ず
か
９
日
と
い
う
極
め
て
短
期
間
で
、
部

長
級
で
あ
る
政
策
監
と
し
て
の
採
用
試
験
へ
変
更
さ
れ
ま
し

た
。こ
の
よ
う
な
採
用
形
態
の
変
更
は
本
市
に
前
例
が
な
く
、

十
分
な
検
討
や
庁
内
で
の
合
意
形
成
を
欠
い
た
ま
ま
拙
速
に

進
め
ら
れ
、
行
政
人
事
と
し
て
著
し
く
妥
当
性
を
欠
い
て
い
ま

す
。ま
た
、
政
策
監
設
置
に
関
す
る
規
則
に
つ
い
て
も
、
そ
の

制
定
目
的
や
必
要
性
が
明
確
に
説
明
さ
れ
て
お
ら
ず
、
当
該
者

の
採
用
を
前
提
と
し
て
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。実
際
に
は
、
規

則
制
定
前
に
採
用
の
決
裁
や
採
用
試
験
が
先
行
し
、
意
思
決
定

の
時
系
列
が
逆
転
す
る
と
い
う
、
行
政
手
続
き
で
は
考
え
難
い

状
況
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
採
用
試
験
は
約
25
分
間
の
簡
易
な
面
接
の
み
で
実
施

さ
れ
、
一
般
職
の
任
期
付
職
員
に
求
め
ら
れ
る
専
門
性
を
客
観

的
に
確
認
す
る
評
価
手
法
は
用
い
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。試
験
官

も
、
採
用
形
態
等
の
変
更
を
主
導
し
た
同
一
メ
ン
バ
ー
で
構
成

さ
れ
、
第
三
者
的
視
点
が
欠
如
、
選
考
の
公
平
性
及
び
中
立
性

を
損
な
っ
て
い
ま
し
た
。加
え
て
公
募
も
行
わ
れ
ず
、
人
事
権

を
有
し
な
い
副
市
長
が
手
続
き
を
主
導
し
、
市
長
が
こ
れ
を
是

認
し
た
一
連
の
判
断
は
、
法
的
・
道
義
的
観
点
か
ら
合
理
性
・

公
平
性
を
欠
き
、
本
件
採
用
は
人
事
権
の
濫
用
に
該
当
す
る
と

当
委
員
会
と
し
て
結
論
づ
け
ま
し
た
。

を
損
な
っ
て
お
り
、公
募
も
行
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

結
論

人
事
権
を
有
し
な
い
副
市
長
が
手
続
き
を

主
導
し
、
市
長
が
こ
れ
を
是
認
し
た
一
連

の
判
断
は
、
法
的
・
道
義
的
観
点
か
ら
合

理
性
・
公
平
性
を
欠
き
、
本
件
採
用
は
人

事
権
の
濫
用
に
該
当
す
る
と
当
委
員
会
と

し
て
判
断
し
ま
し
た
。

 �

報
告
書
で
は
、「
違
法
と
ま
で
は
断
定
で
き
な
い
」「
情
実
人

事
と
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
」と
慎
重
な
法
的
評
価
が
示

さ
れ
る
一
方
、
結
論
で
は
「
一
般
職
の
任
期
付
職
員
採
用

制
度
の
趣
旨
を
根
底
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
」と
の
強
い
表

現
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
評
価
は
ど
の
よ
う

に
整
理
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

 �

当
委
員
会
は
、
裁
判
所
で
は
な
く
、
道
義
的
政
治
的
に
ど

う
あ
る
べ
き
か
に
基
づ
き
評
価
し
ま
し
た
。採
用
手
続
き

の
進
め
方
や
判
断
過
程
、
議
会
へ
の
事
前
説
明
や
公
募
が

な
か
っ
た
点
な
ど
を
総
合
的
に
判
断
し
、
任
期
付
職
員
制

度
が
求
め
る
公
正
性
・
透
明
性
の
観
点
か
ら
、
適
法
性
だ

と
言
え
な
い
と
判
断
し
ま
し
た
。

 �

委
員
会
報
告
は
厳
し
い
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
委
員

会
と
し
て
の
結
論
は
全
会
一
致
な
の
で
し
ょ
う
か
。

 �

最
終
報
告
書
に
つ
い
て
は
、委
員
間
で
意
見
交
換
を
行
い
、

表
現
の
修
正
な
ど
を
加
え
た
上
で
、
委
員
全
員
の
賛
同
を

得
て
決
定
し
て
い
ま
す
。

一
般
職
の
任
期
付
職
員
の
採
用

調
査
特
別
委
員
会
最
終
報
告

Topics

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

要
約　

政
府
は
、
２
０
２
６
年
度
か
ら
市
販
薬
と
効
能
が
同
じ

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
保
険
適
用
か
ら
除
外
す
る
方
針
を
決
め
て

い
ま
し
た
。そ
の
理
由
は
、「
現
役
世
代
の
保
険
料
負
担
を
含
む

国
民
負
担
の
軽
減
」で
す
。し
か
し
、
日
本
医
師
会
を
始
め
、
多

く
の
関
係
者
は
「
医
療
機
関
の
受
診
控
え
に
よ
る
健
康
被
害
、

経
済
的
負
担
の
増
加
、
薬
の
適
正
使
用
が
難
し
く
な
る
」等
の

理
由
で
反
対
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
に
対
し
、
政
府
は
保
険
適

用
の
中
で
の
「
特
別
の
料
金
」を
設
定
し
、
25
％
の
新
た
な
負

担
を
求
め
る
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。今
回
示
さ
れ
た
新
た
な

措
置
に
つ
い
て
も
国
民
負
担
の
増
加
を
強
い
る
も
の
で
あ
り
、

保
険
適
用
除
外
も
当
面
の
見
送
り
は
表
明

し
た
も
の
の
撤
回
は
し
て
い
ま
せ
ん
。国

民
皆
保
険
制
度
の
も
と
で
す
べ
て
の
国
民

に
必
要
な
医
療
が
保
険
給
付
さ
れ
る
よ
う

強
く
求
め
ま
す
。

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
除

外
及
び
「
特
別
の
料
金
」
導
入

を
行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る
意

見
書
を
採
択
し
ま
し
た

Topics

全文はこちら

全文はこちら
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初日の11日は、参議院会館において、デジタル庁・総務省・内閣官房の職員から「自治体DX」について
説明を受けました。マイナンバーカードを活用した「書かない窓口」や、転入・転居など複数手続のワンス
トップ化により、住民負担の軽減と業務効率化が進んでいる具体例を学びました。また、DX推進にはシス
テム導入に加え、業務プロセスの見直しや人材確保、国の財政支援制度の活用が重要であることを再認識
しました。
２日目は、日立市役所にて「ひたちBRT」の取り組
みを視察しました。廃線跡地を活用した専用道路
で自動運転バスの実証運行が進められており、将
来の地域公共交通の新たな選択肢として示唆に富
む内容でした。続いて常陸太田市では、住民主体
の地域コミュニティ運営について説明を受けまし
た。行政が伴走支援を行いながら地域が主体的に
運営する仕組みは、担い手不足が進む中で、宇陀市
においても参考となる視察でした。

令和9年4月に宇陀市では不登校特例校「学びの多様化学校」を開設する予定です。そこで全国で初めて
公立学校で小中一貫校の「学びの多様化学校」を設置された「白石きぼう学園」と同県仙台市にある私立の
「ろりぽっぷ学園」を視察先に選定しました。
白石きぼう学園（小学生８名、中学生２７名在籍）の最大の特徴は「学校らしくない学校」であり、「今のあ
なたを認め、受け入れる学校」をコンセプトに運営されています。特別な教育課程が編成されており、学び
直しの時間を設けています。また、授業中でもクールダウンの時間を取ることができます。定期テストや制
服の制度はなく、学校行事については生徒主体の企画を尊重し、児童生徒が自分の得意分野や興味・関心
に基づいてテーマを追求する環境を整えられていて、これにより主体性を育む取り組みが明確に反映され
ています。
ろりぽっぷ学園（小学生４６名在籍）は「明
日また行きたくなる学校」をスローガンに掲
げ、学びの選択肢を提供する場として設立さ
れました。オランダで発展した「自立と共生」
を育むことを目的とする、イエナプラン教育
を導入した独自の教育課程を実践されていま
す。両学園の視察で得た知見は宇陀市の学び
の多様化学校で活用できると考えています。

総務産業委員会
（東京都・茨城県　令和 7年 11 月 11 ～ 12 日）

福祉文教常任委員会
（宮城県白石市・仙台市　令和 7年 11 月 11 ～ 12 日）

行政
視察

行政
視察
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市議会での中立委員の不同意後、本来継続的に機能すべき農業委員会を、市は「農業委員が存在せ
ず申請を受付けていない状態」としました。これは行政手続法違反の疑いが強く、地方自治の根幹
に関わる重大な問題であります。全員協議会での説明要求を繰り返しましたが、十分には解明で
きず、百条委員会を設置しました。証人喚問及び資料提出命令等の強制力をもって調査を行い、責
任の所在を明確にします。
調査事項
（１）�農業委員会中立委員の任命及び説明経過に関する事項 
（２）議会対応に関する事項

金剛市長に対する辞職勧告決議文（要約）
本市が実施した一般職の任期付職員(部長級・政策監)採用調査の結果、適法性、公平性、透明性、
妥当性のいずれの観点からも看過できない重大な瑕疵が明らかとなった。とりわけ、人事権を有
する最高決定権者である金剛市長は、一連の手続と判断を是認した。その行為は、人事の公正性を
著しく損ない、法的・道義的観点から合理性及び公平性を欠き、その裁量の範囲を逸脱した人事
権の濫用であると判断せざるを得ない。よって本市議会は、金剛市長に対し、速やかにその職を辞
することを強く勧告する。

学びの多様化学校及び
学校適正化について

 �宇陀市における不登校児童・生徒の
現状をお聞きします。

 �令和６年度で小学校では２１人、中
学校で３５人でした。全国的に過去
最多となっていることから対策や支
援の充実は喫緊の課題であると認識
しています。

 �令和９年４月に設置予定の「学びの多様化学校」の
運営方針やコンセプトは決まっていますか。

 �作成段階ではありますが、現時点での計画は「不登
校児童生徒に多様な学びを提供する」ということが
運営の基盤になります。全員が同じカリキュラムを
こなす従来型の教育ではなく、個々のニーズや興味
に応じた学びの選択肢を提供する新しい教育の場
を提供したいと考えます。

クレボン社との連携事業について

 �市はエストニアで自動配送ロボットを開発するク

レボン社と基本合意書を締結しています。現在市が
事務局となり中速中型自動配送ロボット実装共創
会議が設置されました。参加の企業・団体、設置の
目的をお聞きします。

 �国・行政機関では経済産業省物流企画室、奈良県産
業創造課、教育機関では奈良高専、ロボット配送業
界の横断組織では、(一社)ロボットデリバリー協会
ほか、幅広い分野の企業・団体に参加いただいてい
ます。物流課題の解決だけでなく新しい産業と雇用
の創出へと発展させていきたいと考えています。

 �会議と並行して宇陀市が取り組むべきことは何で
しょうか。

 �実証を実施するための環境整備、公共サービスでの
活用可能性の検討を進めるために、市内事業者への
ヒアリングを進めています。人材育成と将来の産業
化への備えとして実証で終わらせないため、企業誘
致を見据えた受け入れ環境の検討を同時に進めま
す。ロボットが実際に生活圏を走行するため、安全
性や目的に関する丁寧な説明など、市民の理解促進
と地域との合意形成を図ります。

松浦 利久子
議員

全文はこちら

全文はこちら

動画はこちら

百条委員会設置（農業委員会関係）

金剛市長に対する辞職勧告決議案可決

Topics

Topics

（動画）
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重点支援地方交付金の
市民支援への活用について

 �今回の交付金の本市の配分額の見込
み額と生活者支援（冬季のあったか
支援・水道料金減免）について提案
します。

 �物価高騰対策として、本市への交付金配分額は約
４億円の見込みです。これを活用し、負担の大きい
世帯や事業者へ効果的な支援を検討しています。冬
季支援も重要と捉え、実施時期等の制約を考慮しつ
つ全市民に届く手法を模索し、詳細判明次第、補正
予算等で速やかに対応します。水道料金減免は、県
広域水道企業団で検討中です。

 �交通弱者支援・地域経済支援（交通利用券・現金給
付・プレミアム八っぴ－商品券・ウッピ－券の加盟
店拡大含む）を提案します。

 �国の交付金を活用し、物価高騰の影響を受ける生活
者や事業者への支援を検討中です。好評だった交通
クーポン付商品券等の実績や課題を検証し、財源規

模に応じて、より多くの市民が利用でき地域経済の
循環に繋がる仕組みを模索しています。議員提案も
参考に、民間事業者と調整の上、早期の事業化と販
路拡大を目指します。

 �若者支援（奨学金返還制度・恒久施策）について提
案します。

 �若者の定住促進と人材確保のため、奨学金返還支
援は有効な施策と認識しています。交付金の「担い
手確保」枠活用に向け、他市の事例を参考に本市に
合った制度設計を慎重に検討中です。対象範囲や継
続性など課題も多く即時の導入は困難ですが、中長
期的な視点で若者支援の在り方を継続して検討し
てまいります。

  市長総括
議員の提案を受け、現在、示された予算枠に基づき、
生活者や事業者を広く迅速に支援できるよう、具体
的メニューを検討中です。私からは各部署に対し、
この重点支援交付金を柔軟かつ速やかに活用し、支
援を必要とする方々へお届けできるよう指示を出
しているところでございます。

森田 明子
議員

防災対策・公共施設、避難所の
停電対策について

 �大規模災害時には長期間の停電が発
生する可能性があります。
本市の避難所や福祉施設、医療機関
における非常電源設備の整備状況と、

長期停電を想定した電力確保について、市はどのよ
うに備えているのでしょうか。

 �市では、ガス式・エンジン式発電機やポータブル蓄
電池を備蓄するとともに、電気自動車を活用した給
電体制を整えています。
また、市役所本庁や地域事務所、市立病院などの主
要施設には自家発電装置を備え、停電時でも一定時
間の電力を確保できる体制を取っています。
さらに、関西電力と連携し、災害時には避難所や医
療・福祉施設を優先的に復旧対象とする体制づく
りを進めています。

 ��山間地域や高齢化が進む地域では、停電の長期化も
想定されます。
こうした課題を踏まえ、電気自動車による給電制度

に加え、系統蓄電池を活用した新たな停電対策につ
いて、市はどのように考えているのでしょうか。

 �停電が発生すると、通信手段や空調設備が使えなく
なり、特に冬季は避難者の健康リスクが高まりま
す。
市では、自治会や自主防災組織による発電機整備を
支援するとともに、防災訓練や講話を通じた啓発を
行っています。
また、系統用蓄電池については、災害時に外部コン
セントなどを通じて電力を活用できる事例もあり、
ＥＶへの充電などと組み合わせた停電対策として
有効であるとの認識が示されました。
今後、事業者の動向や先進事例を踏まえ、研究を進
めていくとされています。

  意見
災害時の停電対策は、発電機やＥＶ給電といった
「点」の備えに加え、系統蓄電所の誘致などを通じた
「面」としての電力確保が重要になります。
防災と電力の安定供給を一体で考え、民間事業者と
の連携も視野に入れながら、停電に強いまちづくり
を進めていくべきだと考えます。

勝井 太郎
議員

06 2026.2.1



困難な問題を抱える女性への切れ
目ない支援体制の構築について

 �女性支援法が施行され１年経過したが、
市として困難な問題を抱える女性支援
ニーズの把握は。相談件数、傾向、課題
現状伺う。

 �人権推進課、保健センター、医療介護安心センターと連
携し「つなぐシート」作成し体制構築を図る。

 �職員の専門性向上、専任相談員の配置は。
県や警察、医療機関、民間団体との連携体制構築と女性
の居場所づくり支援を伺う。

 �専門的知識を有する女性相談員配置、関係機関研修に職
員参加し向上を図っている。他市を参考に民間団体との
連携を含め、居場所づくりを前向きに検討していきたい。

 �就労・住まい・経済的女性の自立支援、県制度（母子・
父子・寡婦福祉資金）活用は。

 �福祉、法律相談等助言提供を行っている、制度について
こども未来課窓口数件の相談有。

ガバメントハンター育成と確保について

 �宇陀市では現在1名と認識しているが宇陀市は山間部

が多く、鹿・イノシシの出没が増加し獣害被害が深刻で
対策は。　　　　　　　　　　　

 �市独自支援策として中山間地域新規育成プログラムに
基づき１０回講習行っている。

 �本年度２５０万円規模の獣害対策予算があるが、事業実
施について伺う。　

　　　　　　
 �農家の高齢化が進み防護柵の維持管理も担い手不足顕
著、Ｒ２年度より狩猟育成プログラム１０回講座開催、
猟友会加入促進図る。

　　
 �従来の防護柵や捕獲では被害が抑えらない地域もあり
本年度予算を踏まえ、ICT・スマート技術、広域連携、
捕獲後処理の効率化など、より有効な手段導入の検討
は。　

　　　
 �Ｈ２８年よりカメラ付捕獲監視装置３台、Ｒ６より遠隔
通知システム８１基。今後はＡＩカメラ、ドローンによ
る出没予測導入検討する。

 �市民との協働体制づくりについて獣害対策は市と住民
が一体となった対策を伺う。　

　
 �地域・営農組織との協働、啓発を地域ごとの講習会実地
指導を行っていきたい。希望する団体には獣害防除計画
作成を支援する。

南浦 寿雄
議員

宇陀市における様々な連携協定
の取組と成果について

 宇陀市は、「奈良県と宇陀市のまちづ
くりに関する包括協定」をはじめ、ま
ちづくりや健康づくりなど多岐にわ
たる分野で民間企業などとの連携協

定を結んでいますが、それぞれの内容と目的などに
ついて伺います。

 �市では、人口減少や少子高齢化をはじめとする多様
な課題を抱えており、自治体単独での対応には限界
があるため、県をはじめ民間企業、金融機関、大学な
どの先進的技術や専門的知見を活用し、共同で取り
組む体制により効率的、効果的な施策の実現を目指
しています。
現在、１５件の包括連携協定を締結しており、その
うち、金剛市長就任後の締結は１２件で、地域の持
続的な発展と創造的な価値の向上を目的としてい
ます。
分野別の協定先として、「健康・福祉の増進」では、
畿央大学・大塚製薬（株）・第一生命保険(株)・国立
研究開発法人国立循環器病研究センター・国立研
究開発法人国立長寿医療研究センターなど１３機

関で、「産業振興（企業・雇用創出）」では、奈良県・
ロート製薬(株)・(株)髙木ビルと連携し、「地方創生
の推進」では、大和信用金庫・(株)官民連携事業研
究所と連携しています。「脱炭素社会の実現」に向け
てでは、日産自動車(株)・奈良日産自動車(株)と連携
することで、電気自動車を活用したカーボンニュー
トラルな取り組みを進めています。
他に、「安心・安全な暮らし」では、日本郵便(株)や
「地域の活性化」では、奈良県立大学・(株)奈良クラ
ブと、健康・教育・観光・広報などの分野で地域連
携を図っています。

 �連携協定がもたらしたこれまでの成果と今後の計
画やビジョンについてお尋ねします。

 �ロート製薬・奈良県と連携した、ネクストコモンズ
ラボ奥大和を通して、食文化における起業家支援を
行った結果、これまで１６名が卒隊し、８名が宇陀
市に移住、起業しています。また、宇陀市を代表する
農産物である大和当帰の葉を練りこんだ「大和当帰
葉うどん」の開発など、様々な部門で公民連携・協
定による成果が多数表れています。
今後も民間企業や地域団体などのもつ知見や資源
を活用した公民連携の強化に努めます。

亀井 雅之
議員

072026.2.1



手話施策推進法施行に伴う
関連施策の拡充について

 同法と市の手話言語条例の関連につ
いては、どのように捉えておられま
すか。市の専任手話通訳者は、会計
年度任用職員ですが、専門性の評価、

安定的な人材の確保から正職員での任用が必要で
はないでしょうか。手話奉仕員養成講座は社会福祉
協議会（社協）に委託して実施していますが、手話
施策の実施責任を負う立場は行政にあり、スキルや
ノウハウを持っている市が直営で実施することが
今後の事業につなげるためにもより効果的、効率的
ではないでしょうか。

 �手話への理解や関心を深め、共に暮らせる地域社会
を目指し、総合的な取り組みが求められています。
手話通訳正職員配置の効果は期待されますが、人材
確保が困難であり、現状での柔軟な対応を考えてい
ます。手話奉仕員養成事業は長年の経験と実践で安
定した運営ができており、社協委託を継続します。

  意見
常勤手話通訳者の人材確保は全国公募等の工夫で
十分に可能です。

クビアカツヤカミキリ対策について

 �全国的、全県的にクビアカツヤカミキリの被害が拡
大しています。宇陀市でのその後の状況及び市とし
ての対策を伺います。

 �市の対策本部を立ち上げ、全市で３２００本の桜の
調査を行いました。結果、９本（桜６、桃３）に被害
が確認されました。１２月２４日には県の樹木医を
招き、関係職員による研修を又兵衛桜の現地で行い
ます。

  意見
被害にあった桃は又兵衛桜のすぐ横にあります。又
兵衛桜や仏隆寺の千年桜は、日本の宝とも言える貴
重な桜です。何としても守るという強い決意での対
応を求めます。

障害者福祉医療費の現物給付について

昨年度から１８歳以下の障害者医療費等が窓口で
の立替払いの不要な現物給付になっています。１９
歳以上の障害者等の医療費助成は、まだ立替払いと
なっており、平等の対応を求めました。

八木 勝光
議員

今、学校統廃合は？～市の財政へ
の影響、子どもの発達への影響、
請願と民主主義の尊重～

昨年１２月、榛原東・西小学校の廃校が
発表されたが、住民説明のない廃校決定
に議会では関連予算を否決した。現在は
どの校舎を廃校にするか、協議中であ
る。一方、６月議会では「現状での榛原
東小の存続」を求めた請願を正式に採択
し、議会の総意を示した。

 �榛原の３小学校を１校にした場合の市の財政への
影響は？

 �教員の多くは県費であり、市の財政に直接影響はな
い。市職員の減額分は、約１５００万円。一方、国か
ら頂く交付税（市の収入）は１校約１０００万円で
あり、２校廃校で約２０００万円の収入減となる。

  意見
統合のための整備費として４６００万円の設計費
が提示された。工事費は設計費の約１０倍と言われ
る。しかし、建設中の榛原こども園の設計費（初回提
示額）は約４０００万円で、実際の工事費は２３億
円超えの約６０倍。今回の整備費も未知数である。

 �少人数教育のメリット、統合のデメリットを保護
者・住民に伝えたか。
＜少人数教育のメリット＞
・�落ちついた学校の割合が高い、授業がよく分かる
と感じる子どもが多い（文科省）
・�小学校では①クラスの規模縮小で不登校の子が明
らかに減る②学級で児童が1人増えるといじめが
１．０８倍に増加することが研究で明らかになっ
ている（慶應大　中室教授）

＜統合のデメリット＞
・バス通学での体力低下と通学時間延長
・９年間の人間関係固定化（元教員より指摘）
・�廃校後、小学校周辺地域で子育て世帯の転入が激
減する（慶応大学の研究等）
・地域の防災機能低下

 �住民説明会や広報でも伝えたと思っている。

  意見
具体的な話はなく、情報通知が不十分だ。

  まとめ
請願では、答申を元に説明会を繰り返し統廃合の案
を作る、すなわち民意を取り入れることを求めてい
る。請願採択は民意の最たるものである。請願を重
んじた協議を強く求める。

中川 ゆり子
議員

（動画）

08 2026.2.1



切れ目ない物価高騰対策について

 国の補正予算成立に伴い、本市にも
重点支援地方交付金約４億円が交付
される見込みだ。使途について、福祉
的な「ウッピー商品券」と、地域経済
を回す「八っぴー商品券」を組み合わ

せた、福祉と経済のハイブリッド支援を提案したい。
前回同様、現役世代や単身者を含め「誰一人取り残
さない」よう、全市民を対象とした支援が必要だと
考えるがいかがか。また、商品券事業は事務経費が
３割程度かかるとの答弁もあったが、DX推進によ
る効率化や、公共交通（バス・タクシー）での利用拡
大も含め、迅速かつ公平な実施を求めたい。あわせ
て、国の子ども・子育て支援（１人あたり２万円給
付）の対象とスケジュールについても確認します。

 �交付金の特徴である柔軟性を活かし、生活者支援と
事業者支援を一体的に行い、市内でお金が循環する
仕組みを検討する。商品券は市内経済の流出を防ぐ
有効な手法と認識しており、公共交通での利用につ
いても事業者と調整を図りながら、可能な限り広く
支援が行き渡るよう計画する。子育て応援手当につ
いては、令和７年９月３０日時点で高校生年代まで

の児童（令和８年３月３１日生まれまで）を対象に、
早期支給に向け準備を進めます。

榛原駅前交流施設「じゆうだテラス」について

 �榛原駅前交流施設の秋の利用者が１万人を超え（月
平均３千人以上）、定着してきたことを評価する。さ
らなる満足度向上のため、野菜だけでなく手軽な土
産物の販売強化や、季節イベントの発信強化が必要
だ。また、イルミネーションの電源確保に3つの課
への申請が必要だった事例を挙げ、縦割り行政の弊
害解消を強く求める。今後、施設の運営を直営から
民間（指定管理者制度）へ移行し、コスト削減とサー
ビス向上を図る時期ではないか。近鉄との連携や駅
前広場の活用（旧ラーメン店跡地等）を含め、宇陀モ
デルとなる賑わい創出をどう描くか。

 �物販の売上は前年比３３％増と好調で、今後は大河
ドラマ関連のPRも強化します。運営については、現
在は観光案内やコミュニティ形成の面で直営のメ
リットが出ている。指定管理にすると逆にコスト増
になる試算もあるが、収益を生む事業モデルや駅周
辺全体の活性化策とあわせ、民間活力の導入につい
て引き続き研究・検討していきます。

廣澤 孝英
議員

宇陀市の農業への取組みと
対策について

 宇陀市は全国で初めてオーガニック
ビレッジ宣言を行った自治体です
が、その定義や国の制度との関係、こ
れまでの具体的な成果はどのような
ものですか。有機農業を推進する一
方で、従来の農業との両立や市全体
の農業振興をどのように進めていく

のか伺います。あわせて、売上金額などの数値把握
や目標設定を行い、その効果を市民に分かりやすく
示す必要性について提案します。

 �オーガニックビレッジとは、有機農業推進法に基づ
き、地域ぐるみで有機農業を推進していく取組です。
宇陀市では、畜産堆肥の活用、学校給食への有機農産
物の導入、有機JAS認証取得費用の全額補助などを
実施してきました。その結果、有機栽培面積は着実に
拡大し、ふるさと納税を通じた農産物の付加価値向
上にもつながっています。今後は、有機農業だけでな
く慣行農業も含め、市全体の農業を「宇陀ブランド」
として発展させるとともに、取組の成果を市民に分

かりやすく示していきたいと考えています。

宇陀市の鳥獣害に対する取組みと対策について

 �鹿や猪による農作物被害は依然として深刻ですが、
捕獲頭数や被害額の推移をどのように捉えていま
すか。あわせて、ジビエファクトリー整備による効
果と現場での課題、小鹿や死亡個体への対応につい
て、宇陀市独自の補助金制度を設ける考えはないの
か伺います。さらに、近年増加している熊の出没に
対し、人命を最優先とした対応と猟友会の安全確保
についてお尋ねします。

 �鳥獣害対策につきましては、捕獲の強化、防護柵の
整備、集落周辺の環境整備を柱として進めていま
す。鹿や猪の捕獲は継続的に実施しており、ジビエ
ファクトリーの整備により、捕獲従事者の負担軽減
や肉や皮革の有効活用が進んでいます。一方で、小
鹿や死亡個体の処理などの課題も認識しており、今
後、改善に向けた検討を進めていきます。熊対策に
つきましては、人命最優先の考えのもと、猟友会と
の連携強化や装備・体制の整備を進め、市民と捕獲
従事者双方の安全確保に努めていきます。

奥 隆
議員

（動画）

092026.2.1



金剛市政の公約の是非を問う

通常、選挙公約を果たすのが市長の市民に
対する責任と考えるが、公約にないものを
事前に丁寧な説明もなく進め、税金を使い、
途中で中止、中断するという中途半端な市
政運営が目につく。そして、その謝罪もな
ければその経過説明、報告もないが市政運

営をどのように考えているのか納得のいかない点につ
いてお尋ねしたが、責任逃れの答弁であった。

 �廣澤議員の名誉棄損の大阪高裁判決（市の敗訴）を受け
て本人、市民、議会への謝罪がないが今の市長の考えは？

 �この件については、私の指示判断であった。すべてがな
かったとは理解していない。敗訴かどうかは議員の取り
方だと思ってる。

 �農業委員会は農水省の厳しい指導があって3か月後に
開催したものだが市長の責任は重大である。市民、議会
への謝罪、説明がないが今、どう考えているのか？

 �この件については、市長が自ら判断したことで、政策監
の意思は動いていない。現在は問題なく運営されている
ので問題はない。

 �榛原こども園の事業の進め方について地元周辺自治会

に謝罪があったが、進め方に問題があったことを認めた
謝罪なのか？

 �説明、立会い、家屋調査等については、しっかりと対応
しているつもり。ご心配をかけたことはお詫びする。

 �不可解な政策監採用について市民感情としては到底納
得のいくものではない。今、どう考えているのか？

 �法律、条例によって公正な手続きで採用している。市長
は採用過程に関与していない。

 �天満台地区の自動運転中止について説明がなかったと
地域の方が言っているが、なぜ、説明をしないのか？

 �東榛原連合自治会役員会で説明した。事業の中止では
なく今年度は見合わせる。2年間の市の持出しは約
3400万円。

 �エストニア事業を今後も続けるのか？これまで全市民
にとっての全体効果とは何か？

 �本年度3年目で土台づくりから次の段階に向けてこれ
までの関係性を地域に活かしていく。効果としては、
①地域人材の育成②地域産業の振興③多様な学びの環
境④自治体間競争の強化。3年間で市の持出しは約1
億４千万円。

多田 與四朗
議員

NHK大河ドラマ「豊臣兄弟」の
放映に伴う宇陀松山城を中心と
したシティプロモーションに
ついて

 Ｒ８年１月より放映されるNHK大河
ドラマ『豊臣兄弟』は、主人公である豊臣秀長ゆかり
の地として、宇陀松山城を擁する本市にとって、地
域経済活性化とシティプロモーションを推進する
千載一遇の機会であると思います。松山城は、大和
郡山市の郡山城、高取町の高取城と並び、秀長公ゆ
かりの「三城連携」の核として位置づけられていま
す。また、城下町は『重要伝統的建造物群保存地区』
に商家町として選定されており、現在も優美な町並
みを残しています。
本市固有の強みである「織豊系城郭の松山城跡」と
「歴史的景観を今に伝える重要伝統的建造物群保存
地区」や周辺の観光資源を一体的に活用し、単なる
ブームで終わらせず、歴史・文化に関心が高い「滞
在型・深度追求型」の観光客を確実に誘致し、地域
経済の持続的な発展に結びつけるための、行政戦略
を問います。

 �大河ドラマ「豊臣兄弟」の放送は、宇陀市にとって歴
史を核としたまちづくりを大きく飛躍させる絶好
の機会です。宇陀松山城は「豊臣家と運命を共にし
た城」であり、全国に誇れる物語性を持つ史跡です。
この価値を前面に打ち出すことで、宇陀市は単なる
観光地ではなく、歴史と文化を未来につなぐ拠点都
市として位置づけられると考えます。宇陀市が目指
すのは、一過性の観光客増加にとどまらず、市全体
のブランド力を高め、持続可能な地域経済を築くこ
とです。薬草文化、温泉資源、町並み景観といった宇
陀ならではの資産を総合的に磨き上げ、「歩いて学
べる歴史まち」「滞在して楽しめる城下町」として国
内外に発信します。さらに、広域連携を通じて奈良
県内、そして近隣県と結びつき、宇陀市を含む大和
地域全体を「豊臣ゆかりの地」として世界に発信す
ることを目指します。これにより、観光だけでなく
教育、研究、国際交流の場としても宇陀市の存在感
を高めていきます。大河ドラマは単なるイベントで
はなく、地域の価値を未来に継承する入口です。宇
陀市はこの機会を確実に捉え、歴史を核に文化・産
業・人材を結びつけ、次世代に誇れる持続可能なま
ちづくりを進めます。

井戸家 理夫
議員
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令和７年第４回定例会 議 案 と 結 果
付託先略称
即決：本会議即決
総務：総務産業常任委員会
福祉：福祉文教常任委員会
予算：予算審査特別委員会
決算：決算審査特別委員会
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宇陀市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の制定について 福祉 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 〇

※

× 〇 〇 原案可決
こどもの施策に関して、対象となるこどもの意見表明権の保障を求める請願 福祉 〇 × 〇 〇 × × 〇 × 〇 × 〇 採択
宇陀市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部改正について 即決 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 原案可決
宇陀市の特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部改正について 即決 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × 〇 × 原案可決
令和７年度宇陀市一般会計補正予算（第５号）について 即決 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 原案可決
OTC類似薬の保険適用除外及び「特別の料金」導入を行わないことを求める意見書（案） 即決 〇 × 〇 × × × 〇 〇 〇 × 〇 原案可決
金剛市長に対する辞職勧告決議案 即決 〇 × 〇 〇 × × 〇 × 〇 × 〇 原案可決
農業委員会中立委員の任命及び説明経過に係る事務調査に関する決議 即決 〇 × 〇 〇 × × 〇 × 〇 × 〇 原案可決

※議長のため表決権がありません。

賛否が分かれた議案の○×結果

［○賛成　×反対　△退席　▲除斥　－欠席］

　１２月議会を終え、令和
７年が幕を閉じました。昨
年１年を振返りますと物価
上昇の波が国民生活を直撃
し、圧迫しています。１０
月２１日に発足した高市内
閣によって国政が本来の国
民主権を取り戻す方向に舵
を切りました。全般的に高
支持率ですが特に若年層や
働く世代の高支持に支えら

れていることが大きな特徴
です。そんな中、令和８年
１月２５日市制２０周年記
念式典が行われました。市
政運営もこの時を機に市民
の暮しを守りぬく覚悟で臨
んでほしいものです。議会
も議長を中心に直面する課
題に真正面から向き合って
まいります。

編集委員　多田　與四朗 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7

本会議 本会議 常　任
（議案提案） （質疑・付託） 委員会

8 9 10 11 12 13 14
常　任 予　算 予　算
委員会 委員会 委員会

15 16 17 18 19 20 21
本会議 本会議

（一般質問）（一般質問）

22 23 24 25 26 27 28
本会議

（討論・採決）

29 30 31
10：00開会（日程・時間等変更の場合があります）

次回 3 月定例会

全会一致の議案等
付託先 件　名 結 果

即決

専決処分の報告について
（令和７年８月８日に発生した事故に係る損害賠償
の額を定め和解することについて:医療介護あんし
んセンター）

承認

総務 宇陀市通勤等対策駐車場条例の廃止について 原案可決

総務 宇陀市議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当
に関する条例の一部改正について 原案可決

総務 宇陀市一般職の職員の旅費に関する条例等の一部改
正について 原案可決

福祉
宇陀市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例等の一部改正につ
いて

原案可決

福祉 宇陀市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基
準を定める条例の一部改正について 原案可決

福祉 宇陀市立こども園条例の一部改正について 原案可決
福祉 宇陀市子育て支援センター条例の廃止について 原案可決
福祉 宇陀市病児保育の実施に関する条例の制定について 原案可決

福祉 宇陀市病後児保育の実施に関する条例の一部改正に
ついて 原案可決

福祉 宇陀市立病院の使用料及び手数料条例の一部改正に
ついて 原案可決

予算 令和７年度宇陀市一般会計補正予算（第４号）につ
いて 原案可決

付託先 件　名 結 果

予算 令和７年度宇陀市国民健康保険事業特別会計補正予
算（第１号）について 原案可決

予算 令和７年度宇陀市介護保険事業特別会計補正予算
（第１号）について 原案可決

福祉
工事請負契約の変更について
（都市構造再編集中支援事業榛原地域就学前施設等
建設工事に係るもの）

原案可決

総務 宇陀市の公の施設の指定管理者の指定について
（宇陀市農産物直売所「榛原にぎわい市場」に係るもの） 原案可決

総務 宇陀市の公の施設の指定管理者の指定について
（宇陀市菖蒲谷墓地に係るもの） 原案可決

総務 宇陀市の公の施設の指定管理者の指定について
（宇陀市文化芸術活動体験交流施設に係るもの） 原案可決

総務 宇陀市の公の施設の指定管理者の指定について
（宇陀市室生高齢者等ふれあい館に係るもの） 原案可決

総務 宇陀市の公の施設の指定管理者の指定について
（宇陀市毛皮革屑処理施設に係るもの） 原案可決

即決 宇陀市の一般職の職員の給与に関する条例等の一部
改正について 原案可決

即決 議会の委任による市長の専決処分についての一部改
正について 原案可決

2
0
2
6
.2
.1
　
N
o.4
2

う
だ
市
議
会
だ
よ
り

発
行
　
宇
陀
市
議
会
　
編
集
：
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

〒
6
3
3
-0
2
9
2
　
宇
陀
市
榛
原
下
井
足
1
7
番
地
の
３

電
　
話
	
０
７
４
５
－
８
２
－
５
７
７
１

IP電
話
	
０
７
４
５
－
８
８
－
９
０
８
２

F
A
X
	
０
７
４
５
－
８
２
－
０
１
３
９

宇
陀
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://w
w
w
.city.uda.nara. jp/


